
　

　

　　 　　 　　

　暖かくなり雪解けが進むと子吉川特有の「融雪洪
水」が発生します。昭和55年4月6日には、矢島雨量
観測所でわずか52mmの降雨でしたが、気温が20℃
まで上がったことにより、子吉川の水位が上昇して２
箇所で堤防が決壊しました。当時の本荘市内では住民
に避難指示を発令する大洪水となりました。
　子吉川出張所では、融雪洪水に備え、速やかな河川
パトロールや水防活動等のため、２月下旬から堤防道
路の除雪を行い通行が可能となりました。また、３月
から水門などの施設の定期点検も始まっています。
　厳しい冬を終え、春の陽気を待つ昨今ですが、洪水
被害防止に向けて、準備を整えています。

前回（平成２３年４月）提供時の様子

・活動内容  子吉川に関する情報提供（月額4,500円程度の報酬あり）
・活動範囲  河口から新二十六木橋まで
・応募資格  由利本荘市在住で河川愛護に関心のある方
・応募、問い合わせ　秋田河川国道事務所河川管理課　018-864-2290
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国土交通省東北地方整備局

秋田河川国道事務所
子 吉 川 出 張 所

平成２４年３月２６日
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◎ご意見・問い合わせ先
国土交通省子吉川出張所
『せせらぎ通信』担当
由利本荘市石脇字田尻29
電話　0184-22-6360
http://www.thr.mlit.go.jp/akita/

雨が降っていなくても、雪解けによる洪水に注意！

   ２月２８日の河川パトロールの際、子吉川の堤防道路で「らくがき」を発見し、警察へ情
報提供をしました。
　堤防道路は自由に使用でき、地域の皆さんが散策などで利用する公物です。河川管理施設
へのいたずら行為は、その機能に不具合を生じさせたり、また、景観を乱して気分を不快に
させるので絶対にしないで下さい。
　これから雪が解け、子吉川堤防を歩く機会が増えます。みんなの子吉川を気持ちよく使い
ましょう。

「らくがき」をしないで !

堤防道路除雪の様子（由利本荘市川西）

堤防道路の除雪が完了しました

雪解けによる子吉川の水位や雨量が携帯電話でわかります
　洪水等の災害から国民の生命、財産を守るため、国土交通省等が観測する河川情報（雨
量、水位、予警報等）を収集し、リアルタイムな情報をインターネットや携帯電話で提供し
ています。
　【川の防災情報】URLは、パソコンから →　http://www.river.go.jp/
　　　　　　　　　　　　　 携帯電話から →　http://i.river.go.jp/ 　　　です。
　これから融雪が進み、洪水発生が起きやすい時期を迎えますので、是非ご活用ください。

　

　　　  　　お 願 い

　こうした行為に限ら
ず、堤防や水門などに
異状を見つけた時は、
速やかに子吉川時所へ
お知らせください。

堤防道路の落書き（遠景） 堤防道路の落書き（近景）

子吉川の河川愛護モニターを募集します


